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特別支援教育における
一考察

― 「発達」「特別支援」「障害」の各概念の再吟味一

栗 原 輝 雄

A Consideration in Special Support Education
-Reexamination of Concepts of "Development"

"special Support Education" , and "Disability"

Teruo KunlnRnl

特別支援教育が目指すもの、あるいは、それが求められていることをより明確に浮かび上がらせるためには、

「発達」「特別支援」「障害」といった、特別支援教育のキーワードと考えられる語旬について、その意味する

ところを可能な限り丁寧に吟味 ・考察しておくことが重要であろうと考えた。今回は上記 3つのキーワードに

焦点を合わせ、これらの概念についての吟味 ・考察を行った。これら3つの各キーワードのルーッを辿ってみ

ることにより、特別支援教育がどのようなことを目指し、何を求められているかをより深く理解していくうえ

で、多くの示唆を得ることができた。

1.は じめに

2007(平成 19)年 度から 「特別支援教育」に移行する。「特殊教育」から 「特別支援教育」へという

動きの中で、特に教育に直接携わる立場にあるもの (大学における教員養成を担う大学教員や現職教員

研修を担当する行政関係者も含めて)に 要請されているのは、「特別支援教育」がどのような人間観や

理念の上に立ち、どのような方法論を用いて、どのようなことを達成しようとしているのかについての

しっかりとした理解をもって、幼児児童生徒と向かい合い、保護者や関係諸機関等との連携を図ってい

くことであろう。『今後の特別支援教育の在り方について (最終報告)』
い)や『特別支援教育を推進する

ための制度の在り方について (答申)』
②には、これらのことが大まかには述べられている。が、さら

に掘り下げて、より具体的かつ明確な理解をもつためには、上記の報告や答申の中に頻出する 「発達」

「特別支援」「障害」といったキーワー ドの意味するところを、なお
一層丁寧に吟味 ・考察しておくこと

がきわめて重要だと考えられる。

本稿においては、これらの各概念について可能な限り詳細に吟味 ・考察することを通じ、「特別支援

教育」の基盤や目標や重要なポイントについて検討してみたい。

2.「 発達」「発達障害」の概念についての吟味 ・考察

(1)「発達」の概念について

発達とは 「生物学的構造や機能が分化、多様化、複雑化していく過程に、学習 (経験、練習、訓

練、教育)が カロわった現象」
③と考えられている。換言すれば 「成熟と学習との相互作用によって生
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